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Modeling of structure in AEM

応用要素法（Applied Element Method: AEM）は、目黒研究室で開発が進められ
ている「微小変形から崩壊に至るまでの挙動を統一的に、高い精度で解析するた

めの新しい数値解析手法」である。本研究ではAEM解析において、特にコンクリー

トのせん断破壊が支配的な場合での解析精度向上を目指して、せん断破壊機構

改善のための改良を行った。改良は、まず２次元AEMについて行い、その後に３

次元AEMにも拡張を試みた。

改良①　ひび割れ後のせん断伝達構成則

Ⅰ ひび割れ形状のモデル化
　ひび割れ発生後、それまで要素の辺に対して垂直(法線バネ)、平行
(せん断バネ)であったバネを、ひび割れ面に従うように回転させる。

Ⅱ ひび割れ面におけるせん断応力・ひずみ構成則
　①ひび割れ面が開いている場合
　　　Liが提案した開口幅を考慮するモデルを採用する。
②閉じている場合
　　　摩擦則のモデルを採用する。
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改良②　引張り構成則

破壊基準を超えたら剛性ゼロ、応力一定の塑性変形を開始し、その後塑性
開始ひずみの2倍のひずみになったら破壊をさせるモデルを採用する。
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主な改良点
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改良①のみ 改良①＋改良②
斜めひび割れの進展は見られ
るものの、ピーク荷重が低い

ピーク荷重も実験に近づき、ひび
割れの局所化も見られる
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3次元的にバネを回転法線ベクトルの和

3D-AEMへの拡張
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応用要素法におけるRC構造物の
せん断破壊機構の改善

Modification of Shear Failure of RC Structure in AEM

Meguro Lab., IIS

載荷板付近での圧縮破壊
（せん断破壊は見られない）
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解析結果

実験結果

解析対象 一点一方向載荷

2000 200200

22
0

40
40 コンクリート圧縮強度：22.70　N/mm2

コンクリート引張強度：2.27　N/mm2

軸方向鉄筋：上筋 2*D10、下筋 3*D29
せん断補強筋：　D6
弾性係数：23.63  kN/mm2　

鉄筋降伏強度：　358.00　N/mm2

鉄筋弾性係数：　182.01　kN/mm2

設計曲げ耐力：　188.05 kN
設計せん断耐力：　122.15 kN
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